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　2006 年 12 月に国連が障害者の権利に関する
条約を制定、その批准に向け、日本では国内法










































































































































































































































































































































































人が 2 年生から 3 年生になる 2、3 月に出身校
を訪問し、教育実習の受け入れ方法の問い合
わせを行うことを原則としている。A さんの場



















































































































































































































「社会・公民科教育法 2（N）」で 2 回、「社会・
公民科教育法演習 1（B）」で１回模擬授業を
行った。いずれの授業も PC テイクを利用して















































































































































た。また講座助手も、B さんや A さんの支援
から、他の学生に対する窓口対応や関わり方に
ついても見直すきっかけを得た。目の前の学生
が関心に応じた勉学を行うための適切な環境を
整え成長発達を促すためにできることは何か、
教職員が常に自問自答し柔軟性をもって関わる
ことによって、大学全体の教育力向上につな
がっていくのではないだろうか。
　試行錯誤、失敗しても、他者と協働してみず
からが中心となって「支援を作っていく」、こ
れは大学時代だからこそできる学びであり、そ
れ自体が次に活かせるよい経験である。将来、
障害学生が教員になるのであればその経験が重
要になるだろう。
　支援にはインフォーマルな支援とフォーマル
な支援がある。障害学生に単に授業支援を提供
するだけでなく、それらを活用する力を大学時
代に身につけられる機会と環境を提供すること
が大学のミッションであると考えている。教職
課程を履修する障害学生の支援では、関わる教
職員がその視点を共有することが重要になる
が、講座助手も支援室コーディネーターも共に
有期制非専任職員であるため、いかに経験を共
有・蓄積していくことができるかが課題である。
その中で学生にどのような学びの機会と経験を
提供できるのかという点も今後の課題であるだ
ろう。
（大森・河野）
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